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　安全で活力のある社会を創るための  お手伝いをしています
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特集「みなおす」
「みなおす」をキーワードに、社会資本整備に関わるさまざまな取り組みについて考えていく

建設現場の安全対策をみなおす
建設現場での安全管理、手詰まり感の打開へ
働く人の声を聞き、従来の対策を「みなおす」

巻頭インタビュー
独立行政法人労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所 安全研究領域 特任研究員 博士（工学）                             高木 元也 氏

水の価値をみなおす
全国各地の水風景を「音」で描き出す
ラジオ番組を通じ水の価値を「みなおす」

初期超高層ビルをみなおす
地域の話題 よりみち この街　Vol. 21
  超高層時代を迎えて50年以上 

初期の超高層ビルを歴史的建築として「みなおす」

連載「けんせつのでんせつ」
安倍晴明と井戸 
その3 土

ど こ う

公と犯
ぼ ん ど

土

トピックス

景況調査40年の結果に見る
建設業の歩み

建設企業向け小冊子のご紹介

04木の良さや性能を
みなおす
Photo Gallery

脱炭素社会の実現に向け
木の良さや性能を「みなおす」

12

08

1016 18

14
ルポ

竣工当時の霞が関ビル（設計：山下設計、施工：鹿島・三井建設共同企業体）
（写真提供：三井不動産株式会社）

メタウォーターpresents『水音スケッチ』番組収録の様子
（写真提供：メタウォーター株式会社）

魚津市立星の杜小学校（2020年竣工　富山県魚津市　設計：東畑建築事務所・鈴木一級建築士事務所／
施工：山形建鐵・東城・朝野工業共同企業体）

六道珍皇寺にある篁
たかむらめいど

冥途通いの井戸（京都市東山区）

表紙の写真�
八ヶ岳高原音楽堂

（長野県南牧村） 

「ここは音楽に相応しい環境だ。世界に
通用する音楽堂を。」という世界的ピア
ニスト、スヴャトスラフ・リヒテルの助言が
生きた八ヶ岳高原音楽堂。自然と環境
に調和した美しい建築物として「’89年
毎日芸術賞」「’89年東京クリエイション
大賞環境賞」を受賞した。

（設計：吉村順三設計事務所／施工：北
野建設株式会社）

P12-13��Photo�Gallery
「木の良さや性能をみなおす」をご覧
ください。

メタウォーター株式会社
コーポレートコミュニケーション室 室長 千葉 弘行 氏

TBSラジオ
番組担当営業 平野 雅丈 氏

TBSラジオ
番組担当ディレクター 近藤 孝 氏
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こ
れ
以
上
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

―
。
建
設
現
場
の
安
全
管
理
に
手

詰
ま
り
感
が
あ
る
。
死
亡
者
数
が
下

げ
止
ま
り
、
今
後
、
作
業
員
の
高
年
齢

化
や
外
国
人
労
働
者
の
増
加
な
ど
新
た

な
リ
ス
ク
要
因
が
加
わ
る
中
、
状
況
打

開
に
は
新
た
な
対
策
が
不
可
欠
だ
。
従

来
の
対
策
で
「
み
な
お
す
」
べ
き
は
何

か

―
。
建
設
現
場
で
の
安
全
管
理
を

専
門
に
研
究
す
る
独
立
行
政
法
人
労

働
者
健
康
安
全
機
構 

労
働
安
全
衛
生

総
合
研
究
所 

安
全
研
究
領
域 

特
任
研

究
員
の
高
木 

元
也
氏
に
聞
い
た
。

―
建
設
現
場
で
の
労
働
災
害
に
よ
る

死
亡
者
数
は
右
肩
下
が
り
で
は
あ
る
も

の
の
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
が
見
て
取
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
推
移
を
ど
の
よ
う

に
ご
覧
に
な
り
ま
す
か
。

高
木　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
か
ら

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
ま
で
の
長
期

で
み
れ
ば
、
死
亡
者
数
は
ピ
ー
ク
時
の

約
1
割
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
の
労
働
安

全
衛
生
法
施
行
が
大
き
く
効
い
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
年
間
１
０
０
０
人
前
後

を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
時
代
が
続
き
、

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
に
な
る
と
同

１
０
０
０
人
を
安
定
し
て
切
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
現
場

で
は
作
業
手
順
書
を
基
に
作
業
内
容

や
現
場
に
潜
む
危
険
を
確
認
し
た
り
、

日
々
、
安
全
の
施
工
サ
イ
ク
ル
を
回
し

た
り
し
て
、
現
場
の
安
全
確
保
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
う
し
た
結

果
に
つ
な
が
って
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
い
ま
、
ご
指
摘
の
よ
う
に

下
げ
止
ま
り
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

労
働
災
害
防
止
に
向
け
新
た
な
対
策

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
下
げ
止
ま
り
傾
向
の
中
で
起
き
て

い
る
死
亡
災
害
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
す
か
。

高
木　

例
え
ば
平
成
29
年（
２
０
１
７
）

と
平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
に
お
け
る

土
木
工
事
で
の
死
亡
災
害
を
み
る
と
、

「
重
機
等
に
ひ
か
れ
る
・
は
さ
ま
れ
る
」

と
い
う
災
害
が
最
も
多
い
。
平
成
29
年

は
、「
交
通
事
故
」「
重
機
の
転
倒
・

転
落
」「
土
砂
崩
壊
」
と
続
き
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
災
害
は
平
成
26
年
も
上
位
に

入
っ
て
お
り
、
毎
年
同
じ
よ
う
な
災
害

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

―
こ
う
し
た
繰
り
返
し
災
害
を
な

か
な
か
抑
止
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
よ

う
な
事
情
か
ら
な
の
で
す
か
。

高
木　

現
場
で
安
全
の
施
工
サ
イ
ク
ル

を
回
す
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る一方
で
、

安
全
の
基
本
ル
ー
ル
が
必
ず
し
も
守
ら

れ
て
は
い
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
か
ら

で
す
。
そ
こ
に
は
、
人
間
の
特
性
が
引

き
起
こ
す
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
意
識
的
に
守

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
一
方
、
結
果
と
し

て
守
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。

　

例
え
ば
重
機
災
害
の

事
例
と
し
て
、
舗
装
工
事

で
路
面
の
締
固
め
作
業
に

専
念
す
る
作
業
員
が
後

退
す
る
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に

ひ
か
れ
る
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
舗
装
面
の

品
質
を
高
め
よ
う
と
作

業
に
集
中
す
る
あ
ま
り
、

後
退
す
る
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

の
警
報
音
が
耳
に
入
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
人
間
は

自
身
で
意
識
し
た
も
の
に

し
か
注
意
を
向
け
ら
れ
な

い
の
で
す
。

―
人
間
の
特
性
が
引

き
起
こ
す
災
害
へ
の
対
策

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

高
木　
一
つ
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
の
活
用
な
ど
設

備
面
で
の
対
策
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

例
え
ば
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
作
業
時
に
は
、

作
業
半
径
内
に
は
立
ち
入
ら
な
い
こ

と
が
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
ま

り
に
多
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、

む
し
ろ
作
業
半
径
内
に
作
業
員
が
立

死
亡
災
害
を
繰
り
返
す
背
景
に

ル
ー
ル
順
守
の
限
界
と
い
う
現
実

特集みなおす
建設現場の安全対策をみなおす

建設現場での安全管理、手詰まり感の打開へ
働く人の声を聞き、従来の対策を「みなおす」

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

独立行政法人労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所 安全研究領域 特任研究員 博士（工学）

高木 元也氏

7,000
（人）
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1,000

0

全産業

建設業

昭和23年
（1948）

昭和30年
（1955）

昭和40年
（1965）

昭和50年
（1975）

昭和60年
（1985）

平成7年
（1995）

平成17年
（2005）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

昭和36年
（1961）
6,712人

昭和36年
（1961）
2,652人

令和2年
（2020）
258人

令和2年
（2020）
802人

※平成23年（2011）は東日本大震災を直接の原因とする死傷者を除いた数
（出典：厚生労働省 死亡災害報告）

昭和47年（1972）労働安全衛生法施行

●労働災害による死亡者数の推移
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「
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
等
、
重
機
の
移
動
に

よ
る
災
害
」
な
ど
、
13
の
頻
発
事
故
に

該
当
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
13
の
頻
発
事
故
を
撲
滅
し

よ
う
と
、
受
注
者
に
対
し
13
の
頻
発

事
故
の
周
知
、
そ
れ
ぞ
れ
の
再
発
防
止

対
策
と
し
て
人
間
の
特
性
を
踏
ま
え
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
な
ど
の
情
報
提

供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
レ
ベ
ル
Ⅰ
の
事
故
（
休
業

４
日
以
上
死
傷
災
害
＋
重
篤
な
物
損
）

の
件
数
は
、
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
策
定
前
、

２
０
１
１
年
度
の
24
件
か
ら
減
少
し
、

２
０
２
０
年
度
に
は
７
件
に
ま
で
抑
え

ら
れ
ま
し
た
。
発
注
者
自
ら
事
故
防

止
に
取
り
組
む
と
、
受
注
者
の
事
故
防

止
意
識
が
格
段
と
高
ま
る
の
で
す
。

―
今
後
は
、
作
業
員
の
高
年
齢
化

や
外
国
人
労
働
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

新
た
な
リ
ス
ク
要
因
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

災
害
防
止
に
は
ど
の
よ
う
に
臨
む
べ
き

で
す
か
。

高
木　

高
年
齢
化
に
つ
い
て
は
、
50
代

の
作
業
員
に
要
注
意
で
す
。
厚
生
労

働
省
で
は
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）３
月
、

「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確

保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
エ
イ
ジ
フ

リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
を
策
定
す
る

な
ど
、
高
年
齢
者
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
高
年
齢
者
と
い
う
と
60
歳
以
上
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
50

代
も
、
30
代
と
の
比
較
で
は
熟
練
度
は

高
い
に
も
関
わ
ら
ず
労
働
災
害
発
生
率

は
５
割
程
高
い
こ
と
が
分
か
って
い
ま
す
。

　

外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
今
後
間

違
い
な
く
増
え
て
い
く
中
、
建
設
現
場

の
外
国
人
労
働
者
の
災
害
は
「
墜
落
・

転
落
」
よ
り
も
「
は
さ
ま
れ
・
巻
き

込
ま
れ
」
が
多
い
な
ど
、
外
国
人
特
有

の
発
生
原
因
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
す
。

　

さ
ら
に
、
危
険
感
受
性
の
低
下
が
と

り
わ
け
若
年
層
で
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
危
険
感
受
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
機
器
を
用
い

た
危
険
体
感
教
育
も
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一
過
性
に

終
わ
り
が
ち
で
す
。
危
険
感
受
性
を

高
め
る
た
め
に
は
、
先
輩
か
ら
災
害
や

ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
の
体
験
を
聞
く
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
を
自
分
の
身
に
置
き
換
え
、

危
険
感
受
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
）
４
月
以
降
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
建
設
業

に
も
い
よ
い
よ
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
建

設
現
場
の
働
き
方
改
革
が
本
格
化
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
建
設
現
場

の
安
全
衛
生
管
理
は
新
た
な
局
面
を

迎
え
ま
す
。
働
く
人
の
安
全
と
健
康

を
確
保
す
る
取
り
組
み
が
、
ま
す
ま

す
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
場
の
声
に
耳
を

傾
け
た
安
全
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
入
る
こ
と
を
想
定
し
た
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
現
実
的
で
す
。

　

死
角
を
な
く
す
の
は
、
そ
の一つ
で
す
。

人
間
は
勝
手
な
も
の
で
、
自
ら
の
視
界

に
作
業
員
の
姿
が
な
い
と
、「
周
り
に

は
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
楽
観
的
に

考
え
、
都
合
よ
く
作
業
を
進
め
よ
う
と

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
死
角
に
気
を
付
け
る
だ
け
で
は
限
界

で
す
。
自
家
用
車
で
は
標
準
装
備
と

な
り
つつ
あ
る
後
方
確
認
用
の
バッ
ク
カ

メ
ラ
を
バッ
ク
ホ
ウ
で
も
義
務
化
す
べ
き

で
す
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
現
場
の
声

を
吸
い
上
げ
、
安
全
の
基
本
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
す
。

―
現
場
で
基
本
ル
ー
ル
を
徹
底
で
き

な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
を
掘
り
下
げ
る

こ
と
を
通
じ
て
、
必
要
な
対
策
を
見
極

め
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

高
木　

そ
う
で
す
。
現
状
、
現
場
の
安

全
活
動
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
が
多
く
、
そ

こ
に
は
作
業
員
と
の
対
話
は
あ
り
ま
せ

ん
。
作
業
員
は
作
業
計
画
や
作
業
手

順
な
ど
に
従
い
作
業
に
あ
た
って
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
常
識
で
す
。

　

し
か
し
今
後
は
、
作
業
員
が
そ
れ
ら

の
計
画
や
手
順
に
従
う
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
従
う
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ
は
な

い
か
な
ど
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
合
わ
せ

見
直
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
作
業
員
が
無
理
な
く
基
本

ル
ー
ル
を
守
れ
る
よ
う
に
改
め
る
の
で
す
。

　

現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
本
当
の
こ
と
は
、

現
場
の
作
業
員
し
か
知
ら
な
い
の
で
す
。

現
場
で
な
ぜ
基
本
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い

の
か
を
作
業
員
か
ら
丹
念
に
聞
き
取

り
、
そ
の
結
果
を
作
業
計
画
や
作
業

手
順
の
見
直
し
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
作
業
員

が
自
ら
話
し
合
い
に
参
加
し
改
定
さ
れ

た
作
業
手
順
書
や
安
全
作
業
マニュア
ル

で
あ
れ
ば
、
作
業
員
と
し
て
も
そ
の
内

容
を
受
け
入
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

安
全
意
識
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

話
し
合
い
を
通
じ
て
現
場
の
安
全
を
自

ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
す
機
会
に
つ

な
が
る
か
ら
で
す
。
今
後
、
現
場
の
安

全
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
は
「
作

業
員
と
の
対
話
」が
と
て
も
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

―
災
害
防
止
に
向
け
発
注
者
側
に

も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
発
注
者
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
か
。

高
木　

協
力
を
求
め
ら
れ
携
わ
っ
た
例

と
し
て
、
東
京
都
水
道
局
の
取
り
組
み

が
あ
り
ま
す
。
水
道
局
で
は
平
成
24
年

（
２
０
１
２
）
度
以
降
、
３
カ
年
計
画

で
あ
る「
水
道
工
事
事
故
防
止
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
発
注
工
事
で

の
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
災
害
発
生
件
数
に
つ
い

て
数
値
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
災
害
防
止
の
取
り
組
み
を

組
織
全
体
に
浸
透
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
受
注
者

へ
の
向
き
合
い
方
は
、
指
導
で
は
な
く

情
報
提
供
で
す
。
過
去
の
災
害
や
ヒ
ヤ

リ
ハッ
ト
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
約
３

分
の
２
が
「
第
三
者
災
害
」「
一
般
車

両
に
よ
る
作
業
員
及
び
誘
導
員
の
災
害
」

高木 元也（たかぎ もとや）

【現職】
独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛
生総合研究所 安全研究領域 特任研究員 博士

（工学）
【略歴】
1983年名古屋工業大学卒業。総合建設会社
にて、本四架橋、シンガポール地下鉄、浜岡原子
力発電所等の建設工事の施工管理、設計業務、
総合研究所研究業務、早稲田大学システム科
学研究所（企業内留学）、建設経済研究所（社
外出向）等を経て、2004年独立行政法人産業
安全研究所（現・独立行政法人労働者健康安全
機構 労働安全衛生研究所）入所。リスク管理研
究センター長、建設安全研究グループ部長、安全
研究領域長等を歴任。2021年より現職。

【社会における主な活動等】
厚生労働省 人生100年時代に向けた高年齢
労働者の安全と健康に関する有識者会議、厚生
労働省 「見える」安全活動コンクール優良事例
選考委員会、厚生労働省 設計・施工管理技術
者向け安全衛生教育支援事業の検討会、建設
業労働災害防止協会 建設業における外国人
労働者の教育及び安全衛生標識等就労環境の
あり方に関する検討委員会、一般社団法人住宅
生産団体連合会 工事CS・安全委員会、他

【主な著書・映像教材】
・『登録基幹技能者共通テキスト（第5版）』　 

共著　建設業振興基金　2022年
・『凶器に変わる！ 突然襲う！  

建設機械の安全対策』清文社　2022年
・『安全指示をうまく伝える方法 改訂 オンライン
ミーティングを活用した新しい指示の伝達方法』※　
労働調査会  2021年

・『高年齢労働者が安全で健康に働ける職場づくり
―エイジフレンドリーガイドライン活用の方法』　 
共著　中央労働災害防止協会　2020年

・『墜落災害防止 17の鉄則』※　 
労働調査会  2019年

・『危険軽視によるヒューマンエラー  
常に安全行動を。そのためには？（DVD）』※　 
監修　労働調査会  2018年

※ 弊社建設産業図書館で所蔵しています

自身で意識したものにしか注意を向けられないのが人間の特性だ
（イラストレーション：スタートライン　ミヤチ ヒデタカ）

特集みなおす

発
注
者
が
安
全
活
動
を
推
進
す
る
と

受
注
者
の
安
全
意
識
が
大
い
に
高
ま
る

基
本
ル
ー
ル
を
徹
底
で
き
な
い
理
由

を
作
業
員
と
の
対
話
で
掘
り
下
げ
る

●水道工事の頻発事故13
1 第三者災害

2 一般車両による作業員及び誘導員の災害（もらい事故）

3 ダンプトラック等、重機の移動による災害

4 掘削作業による災害

5 舗装作業　ローラーによる激突災害

6 土留め支保工組立・解体作業による災害

7 クレーン及びバックホウを用いた荷上げ・荷下ろし作業による災害

8 管布設作業の特有災害

9 はしごからの墜落災害

10 作業員の転倒災害

11 機械・設備関連作業の労働災害

12 強風による災害（工事看板等の飛散）

13 立木の伐採・伐倒作業による労働災害

東京都水道局が平成24年（2012）から取り組む「水道工事事故防止アクションプラン」も高木氏が携わったものの一つだ
（提供：東京都水道局）
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災
害
で
断
水
で
も
起
き
な
い
と
、水

の
あ
り
が
た
み
は
感
じ
に
く
い
。し
か

し
そ
う
で
は
な
く
、日
頃
か
ら
水
イ
ン

フ
ラ
の
重
要
性
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。

そ
う
し
た
願
い
か
ら
放
送
を
開
始
し

た
ラ
ジ
オ
番
組
が
あ
る
。Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ
が
平
日
の
昼
過
ぎ
に
放
送
す
る「
メ

タ
ウ
ォ
ー
タ
ーｐ
ｒｅｓｅｎ
ｔｓ『
水
音
ス

ケ
ッ
チ
』」（
以
下
、『
水
音
ス
ケ
ッ
チ
』）。

番
組
の
企
画
・
制
作
に
は
ど
の
よ
う
な

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か

―
。

神
奈
川
県
横
浜
市
南
区
の
紹
介

か
ら
始
ま
る
そ
の
回
は
、北
条

政
子
が
掘
ら
せ
た
と
い
う
井
戸
の
話
題

で
あ
る
。ロ
ケ
地
は
、京
浜
急
行
本
線
井

土
ヶ
谷
駅
に
近
い
乗
蓮
寺
。井
戸
は
そ

の
寺
内
に
あ
る
。承じ

ょ
う
き
ゅ
う久の
乱（
１
２
２
１

年
）を
避
け
よ
う
と
幕
府
の
あ
る
鎌
倉

を
逃
れ
た
政
子
が
、こ
の
地
に
落
ち
着

き
、化
粧
用
の
良
質
な
水
を
求
め
て
井

戸
を
掘
ら
せ
た
と
い
う
。

　

井
土
ケ
谷
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、こ

の
井
戸
に
あ
る
。そ
う
し
た
地
域
の
歴

史
を
、フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
堀
井
美

香
さ
ん
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、街

の
雑
踏
や
流
れ
る
水
の
音
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
巧

み
に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
伝
え
て
い
く
。

　

放
送
時
間
は
１
回
当
た
り
お
よ
そ
６

分
。一
つ
の
ロ
ケ
地
を
５
つ
の
テ
ー
マ
に
分

け
、平
日
の
５
日
間
で
巡
る
。リ
ス
ナ
ー

に
は
音
だ
け
で
水
風
景
を
中
心
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
景
を
思
い
描
か
せ
、小

旅
行
に
出
か
け
た
気
分
に
さ
せ
る
。

放
送
開
始
は
平
成
27
年（
２
０ 

１
５
）10
月
。当
初
は
プ
ロ
野

球
が
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
ナ
イ
タ
ー
中
継

が
な
か
っ
た
た
め
夕
方
の
時
間
帯
だ
っ
た

が
、半
年
後
、中
継
が
始
ま
る
と
、昼
の

時
間
帯
に
移
動
し
た
。放
送
回
数
は
す

で
に
、１
６
０
０
回
を
超
え
る
。

　

提
供
は
、浄
水
処
理
や
下
水
処
理

な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
企

業
で
あ
る
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社

（
東
京
都
千
代
田
区
）。そ
の
狙
い
を

同
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

室 

室
長
を
務
め
る
千
葉
弘
行
氏
は
こ

う
明
か
す
。

　
「
水
・
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
に
取

り
組
む
企
業
と
し
て
知
名
度
を
高
め
、

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
を
果
た
す
と

と
も
に
、そ
の
役
割
へ
の
理
解
を
促
し

業
界
全
体
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
た

め
、水
を
テ
ー
マ
に
社
会
と
の
間
で
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
い
う
狙

い
で
す
」

　

そ
の
手
段
と
し
て
選
ん
だ
メ
デ
ィ
ア

が
音
だ
け
で
す
べ
て
を
伝
え
る
ラ
ジ
オ

で
あ
る
。「
深
夜
放
送
で
育
っ
た
私
た

ち
の
世
代
は
も
ち
ろ
ん
、い
ま
の
若
い

世
代
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
を

通
し
て
、ラ
ジ
オ
は
身
近
な
存
在
で
す
。

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
水
風
景
を
紹

身
近
な
メ
デ
ィ
ア
の
ラ
ジ
オ
で

水
を
テ
ー
マ
に
Ｐ
Ｒ
を
展
開

介
す
る
の
に
、ラ
ジ
オ
は
向
い
て
い
ま
す

よ
」（
千
葉
氏
）。

　

ロ
ケ
地
や
テ
ー
マ
の
選
定
は
原
則
と

し
て
メ
デ
ィ
ア
側
に
委
ね
る
。Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ

ジ
オ
で
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

る
近
藤 

孝
氏
は「
ロ
ケ
地
に
は
、リ
ス

ナ
ー
が
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
そ
う
な

場
所
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
」と
明
か
す
。ロ
ケ
地
を
設
定
し

た
ら
、リ
サ
ー
チ
ャ
ー
に
そ
の
地
域
に
つ

い
て
徹
底
的
に
調
べ
上
げ
て
も
ら
い
、そ

の
情
報
を
基
に
テ
ー
マ
を
決
め
る
。

　

番
組
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の
は
、リ

ス
ナ
ー
が
ロ
ケ
地
の
映
像
を
思
い
浮
か

べ
、そ
の
地
域
を
訪
れ
た
気
持
ち
に
な

れ
る
よ
う
に
、リ
ス
ナ
ー
の
想
像
力
を

か
き
立
て
る
こ
と
。「
水
の
音
を
使
わ

な
く
て
も
水
風
景
を
思
い
浮
か
べ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
構
成
を
心
掛
け
て
い

ま
す
」（
近
藤
氏
）。

水
風
景
を
思
い
浮
か
べ
て
も
ら

う
と
い
う
点
で
は
、ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
務
め
る
堀
井
さ
ん
の
、淀
み
の
な
い

し
っ
と
り
し
た
声
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
。元
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
所
属
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
。ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
朗
読
に
定
評
が

あ
る
。令
和
４
年（
２
０
２
２
）３
月
に

退
社
し
、同
年
４
月
に
フ
リ
ー
に
転
向

し
た
ば
か
り
だ
。

　

番
組
は
堀
井
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
も
支

え
ら
れ
て
い
る
。Ｔ
Ｂ
Ｓ
退
社
が
報
じ
ら

れ
た
時
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
：
交
流
サ
イ

ト
）上
の
反
応
を
、Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
で
営

業
を
担
当
す
る
平
野
雅
丈
氏
は
こ
う

振
り
返
る
。

　
「『
水
音
ス
ケ
ッ
チ
』は
ど
う
な
る
の
、

と
番
組
の
将
来
を
危
ぶ
む
つ
ぶ
や
き
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。番
組
を
待
ち
望
ん
で

く
れ
て
い
る
リ
ス
ナ
ー
の
多
さ
を
実
感

し
ま
し
た
」

　

放
送
開
始
か
ら
７
年
目
を
前
に
、提

供
元
の
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社
も

番
組
へ
の
反
響
に
満
足
を
覚
え
る
。

　
「
個
人
株
主
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

『
水
音
ス
ケ
ッ
チ
』は
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

提
供
だ
っ
た
の
ね
、と
声
を
掛
け
ら
れ
ま

す
。株
主
に
対
す
る
番
組
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
と
、『
１
万
回
は
続
け
て
ほ

し
い
』と
い
う
、嬉
し
い
コ
メ
ン
ト
も
あ
り

ま
し
た
」（
千
葉
氏
）。

　

関
係
者
が
目
指
す
の
も
、今
後
の
継

続
で
あ
る
。平
野
氏
が
営
業
担
当
の
立

場
で「
２
０
２
３
年
度
に
２
０
０
０
回

達
成
の
見
通
し
で
す
。局
内
で
歴
史
に

名
の
残
る
番
組
に
し
た
い
で
す
ね
」と

言
え
ば
、千
葉
氏
も
提
供
企
業
の
立

場
で「
２
０
０
０
回
達
成
は
射
程
圏
内
。

今
後
も
長
く
番
組
が
継
続
で
き
る
よ

う
チ
ー
ム『
水
音
ス
ケ
ッ
チ
』が
一
丸
と

な
っ
て
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
努
め
た
い
」と

応
じ
る
。

　

人
間
と
水
イ
ン
フ
ラ
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
関
係
に
あ
る
。番
組
を
作
る
中

で
気
付
か
さ
れ
た
点
を
、近
藤
氏
は
し

み
じ
み
と
語
る
。

　
「
人
間
が
暮
ら
す
場
所
に
は
必
ず
水

が
あ
り
、そ
こ
で
文
化
が
生
ま
れ
、歴
史

が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

人
間
が
暮
ら
す
場
所
な
ら
ど
こ
で
も
、

番
組
を
作
れ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。人
間
の
文
化
や
歴
史
に

水
は
欠
か
せ
な
い
も
の
な
の
で
す
ね
」

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
存
続
危
ぶ
む
声

リ
ス
ナ
ー
の
多
さ
を
実
感

ルポ

全国各地の水風景を「音」で描き出す
ラジオ番組を通じ水の価値を「みなおす」

TBSラジオ 
メタウォーターpresents

『水音スケッチ』
番組担当ディレクター

TBSラジオ 
メタウォーターpresents

『水音スケッチ』
番組担当営業

メタウォーター株式会社
コーポレートコミュニケーション室 
室長

近
こんどう 

藤 孝
たかし

平
ひ ら の

野 雅
まさたけ

丈 千
ち ば

葉 弘
ひろゆき

行
北条政子が掘らせたと言われる「化粧の井戸」（神奈川県
横浜市南区）

水の価値を
みなおす

特集みなおす

メタウォーターpresents『水音スケッチ』番組収録の様子（写真提供：メタウォーター株式会社）

（画像提供：メタウォーター株式会社／TBSラジオ）

メタウォーターpresents『水音スケッチ』
番組情報

放送日時： 月～木曜日 12：26頃（6分間）「ジェーン・スー 生活は踊る」内
 金曜日 12：26頃（6分間）「金曜ボイスログ」内
放 送 局： TBSラジオ（FM90.5MHz／AM954KHz）
放送エリア： 関東1都6県

メタウォーター Instagram公式
アカウント「めーたーグラム by 
METAWATER」

https://www.instagram.com/
metawater_official/?hl=ja
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地
域
の
話
題

よ
り
み
ち 

こ
の
街

Vol.21

初期超高層ビルを
みなおす

特集みなおす
　

日
々
新
し
い
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
て

い
く
東
京
都
心
で
、
ふ
と
以
前
か
ら

馴
染
ん
で
い
た
建
築
を
み
な
お
す
と
、

築
50
年
前
後
の
時
が
経
過
し
て
い
た

と
知
る
こ
と
も
あ
る
。
50
年
と
言
え

ば
、
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
評
価
さ

れ
て
も
よ
い
築
年
数
だ
。

　

日
本
の
〝
超
高
層
の
あ
け
ぼ
の
〟

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
霞
が
関
ビ

ル
は
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）
築

な
の
で
築
54
年
。
そ
し
て
、
超
高
層

ビ
ル
街
と
な
っ
た
新
宿
新
都
心
で
未

だ
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
る
三
角
形

の
新
宿
住
友
ビ
ル
は
、
昭
和
49
年

（
１
９
７
４
）
築
で
築
48
年
だ
。

　

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
に
、
特

定
街
区
制
度
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ま

で
の
高
さ
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
日
本
の
建
築
界
は
超
高
層
時

代
に
突
入
し
た
。

　

霞
が
関
ビ
ル
が
日
本
最
初
の
超
高

層
ビ
ル
と
な
る
ま
で
に
は
紆
余
曲
折

が
あ
っ
た
。
当
初
、
昭
和
36
年
に
は

高
さ
制
限
内
の
９
階
建
て
で
計
画
さ

れ
た
が
、
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）

に
従
来
法
規
の
特
例
利
用
で
16
階
建

て
に
変
更
。
さ
ら
に
ビ
ル
の
容
積
率

を
上
げ
ら
れ
る
特
定
街
区
制
度
を
申

請
し
て
、
30
階
、
35
階
、
38
階
案
な

ど
の
試
行
錯
誤
を
経
て
昭
和
39
年

（
１
９
６
４
）
に
36
階
建
案
で
ま
と
ま

り
、
日
本
初
の
高
さ
１
０
０
ｍ
超
の

ビ
ル
の
建
設
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
。

　

設
計
、
建
設
工
事
に
お
い
て
は
、

柔
構
造
※
、
セ
ル
フ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

方
式
、
大
型
H
形
鋼
の
使
用
、
大
断

面
鋼
材
の
高
力
ボ
ル
ト
接
合
、
高
速

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
新
た
な
技
術

が
採
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
後
の
ビ
ル

建
設
を
飛
躍
的
に
進
化
さ
せ
た
。

　

そ
う
し
て
竣
工
し
た
ビ
ル
は
、
従

来
の
高
さ
制
限
が
31
ｍ
の
と
こ
ろ
、

１
４
７
ｍ
と
い
う
約
５
倍
の
高
さ
と

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
や
は
り
画
期
的

日
本
建
築
史
上
の
金
字
塔

国
内
初
の
超
高
層

な
建
築
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

霞
が
関
ビ
ル
で
は
、
平
成
元
年

（
１
９
８
９
）
以
降
３
回
に
わ
た
る
大

規
模
改
修
で
、
空
調
や
電
源
、
給
水

シ
ス
テ
ム
、
共
用
部
の
更
新
、
隣
接

す
る
霞
が
関
コ
モ
ン
ゲ
ー
ト
や
東
京

倶
楽
部
ビ
ル
と
一
体
化
し
た
広
場
の

整
備
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
改
修
に
よ
り
ビ
ル

の
機
能
や
外
観
、
周
辺
環
境
を
〝
み

な
お
す
〟
こ
と
も
、長
期
間
に
わ
た
っ

て
建
築
を
使
い
続
け
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
だ
ろ
う
。

　

霞
が
関
ビ
ル
以
降
、
70
年
代
に
は

都
内
に
は
続
々
と
超
高
層
ビ
ル
が
建

設
さ
れ
て
い
く
。

　

特
に
新
宿
新
都
心
は
超
高
層
ビ
ル

街
と
な
り
、
日
本
一
の
高
さ
を
争
う

よ
う
に
次
々
に
ビ
ル
が
並
び
建
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

　

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
に
西
新

宿
の
淀
橋
浄
水
場
が
移
転
し
、
そ
の

跡
地
に
は
、
東
京
都
が
策
定
し
た

新
宿
副
都
心
建
設
計
画
に

基
づ
き
、
ま
ず
昭
和
46
年

（
１
９
７
１
）
に
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
新
宿
住
友
ビ
ル
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
）
ビ
ル
、

新
宿
三
井
ビ
ル
、
損
保
ジ
ャ

パ
ン
（
安
田
火
災
）
本
社

ビ
ル
、
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、
新
宿

野
村
ビ
ル
と
、
70
年
代
だ
け
で
計
７

つ
も
の
超
高
層
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
た
。

　

な
か
で
も
昭
和
49
年
に
建
設
さ
れ

た
新
宿
住
友
ビ
ル
は
、
日
本
初
の

２
０
０
ｍ
超
の
超
高
層
ビ
ル
と
し
て

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
平
面
上
の
形

が
三
角
形
。
そ
の
三
角
形
の
各
三
辺

に
オ
フ
ィ
ス
空
間
を
配
置
し
、
中
央

部
は
全
層
吹
き
抜
け
と
い
う
と
こ
ろ

も
異
色
で
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

　

構
造
面
で
は
、
外
周
部
の
柱
や
梁

が
太
い
外
周
チ
ュ
ー
ブ
構
造
を
採
用
。

地
震
時
に
は
建
物
全
体
が
し
な
る
よ

う
に
曲
が
り
、
揺
れ
を
吸
収
す
る
。

　

超
高
層
ビ
ル
と
し
て
は
、
オ
フ
ィ

ス
だ
け
で
な
く
、
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
、
宝
石
店
街
な
ど
が
ビ
ル
内
に

あ
る
複
合
ビ
ル
と
な
っ
た
点
も
画
期

的
だ
っ
た
。

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
は
、

ガ
ラ
ス
の
大
屋
根
に
覆
わ
れ
た
三
角

広
場
を
整
備
す
る
な
ど
の
大
規
模
改

修
が
行
わ
れ
、
機
能
の
更
新
、
ビ
ル

の
長
寿
命
化
を
実
現
し
た
。

　

東
京
に
数
あ
る
超
高
層
ビ
ル
も
、

徐
々
に
築
年
数
を
重
ね
、
中
に
は
解

体
・
再
開
発
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
し
か
し
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
配
慮
が
欠
か
せ
な
い
時
代

と
な
り
、
既
存
ビ
ル
の
あ
り
方
を
み

な
お
し
、
改
修
に
よ
り
使
い
続
け
る

方
向
性
を
目
指
す
も
の
が
増
え
て
い

る
こ
と
に
変
化
を
感
じ
る
。

（
文
：
鈴
木
伸
子)

日
本
初
の
２
０
０
ｍ
超

超
高
層
、新
宿
住
友
ビ
ル

※ 柔構造：建築物の耐震構造の一つ。建物自体がある程度揺れることにより地震エネルギーを吸収する構造のこと。
この「柔構造」により、地震大国日本で超高層ビルの建設が可能となった

竣工当時の霞が関ビル（設計：山下設計、施工：鹿島・三井建設共同企業体）
（写真提供：三井不動産株式会社）

2020年リニューアル後の新宿住友ビル（東京都新宿区 基本設計・総合監修：住友不動産株式会社、
設計：株式会社日建設計・大成建設一級建築士事務所、施工：大成建設株式会社）

（写真提供：住友不動産株式会社）

現在の霞が関ビル（東京都千代田区
写真提供：三井不動産株式会社）

霞が関ビルの前には2009年の改修で広場が整備
された。写真は「霞テラス フラワーフェスタ2013」
開催時の様子（写真提供：三井不動産株式会社）

大型展示会、スポーツイベント、フードイベント、パブリック
ビューイングなど、さまざまに活用できる日本最大級の全
天候型屋内イベントスペース「三角広場」。災害時などの
有事には約3,000名を受け入れられる

（写真提供：住友不動産株式会社）

す
ず
き�

の
ぶ
こ　

東
京
生
ま
れ
。東
京
女
子
大
学
卒

業
後
、雑
誌『
東
京
人
』編
集
部
に
勤
務
。１
９
９
７
年

よ
り
副
編
集
長
。２
０
１
０
年
退
社
後
、都
市
、建
築
、

鉄
道
、ま
ち
歩
き
な
ど
を
テ
ー
マ
に
執
筆
活
動
を
行
う
。

中央部は全層吹き抜けが特徴の新宿住友ビル
（写真提供：住友不動産株式会社）

・『日本のビルベスト１００』　
 ＠関西人 著／写真提供 石原祥、中谷幸司
 エクスナレッジ　2016年

・『霞が関ビルディング』　
 霞が関ビルディング50周年記念誌
 編集委員会（企画・編集）著　三井不動産　2018年

※弊社建設産業図書館で所蔵しています

●関連図書のご案内

本編・写真編・資料編の3冊からなる
霞が関ビルディング50周年記念誌

EAST TIMES  2022 夏号EAST TIMES  2022 夏号 1011



古
く
か
ら
日
本
人
の
暮
ら
し
に
密
接
に

か
か
わ
っ
て
き
た
最
も
親
し
み
の
あ
る
素
材

の
一
つ
、
木
材
。
近
年
、
木
の
良
さ
や
性

能
が
見
直
さ
れ
、
木
の
特
徴
を
生
か
し
た

意
匠
性
の
高
い
建
築
物
や
中
大
規
模
の
木

造
建
築
物
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

建
築
物
へ
の
木
材
の
活
用
は
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
注
目
を
集
め
、
社
会
へ
の
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
今
号
で
は
、
木
の
良
さ
や
性

能
を
「
み
な
お
す
」
こ
と
が
で
き
る
木
材

を
活
用
し
た
建
築
物
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
は
、
富
山
県
魚
津
市
の
「
魚
津
市

立
星
の
杜
小
学
校
」。
文
部
科
学
省
「
木

の
学
校
づ
く
り
先
導
事
業
」
に
よ
る
支
援

を
受
け
た
全
国
初
の
オ
ー
ル
木
造
3
階
建

て
小
学
校
だ
。
延
焼
を
防
止
す
る
壁
等
で

防
耐
火
上
安
全
な
環
境
を
つ
く
り
な
が
ら

も
、
木
の
温
も
り
を
し
っ
か
り
残
し
て
い
る
。

続
い
て
、
長
野
県
南
牧
村
に
あ
る
「
八
ヶ

岳
高
原
音
楽
堂
」。
木
の
ホ
ー
ル
な
ら
で
は

の
柔
ら
か
で
自
然
な
響
き
が
耳
に
心
地
よ

い
。
客
席
数
は
2
5
0
席
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
間
近
に
感
じ
ら
れ
る
特
等
席
だ
。
千

住
真
理
子
、
渡
辺
貞
夫
、
東
儀
秀
樹
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
世
界
的
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
って
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
木
の
良
さ
や
性
能
を
「
み

な
お
す
」
こ
と
が
で
き
る
建
築
物
が
数
多

く
あ
る
。
足
を
運
ん
で
み
て
ほ
し
い
。

脱炭素社会の実現に向け脱炭素社会の実現に向け
木の良さや性能を「みなおす」木の良さや性能を「みなおす」

1．魚津市立星の杜小学校（2020年竣工　富山県魚津市　設計：東畑建築
事務所・鈴木一級建築士事務所／施工：山形建鐵・東城・朝野工業共同企業
体）　2.八ヶ岳高原音楽堂（1988年竣工　長野県南牧村　設計：吉村順三
設計事務所／施工：北野建設株式会社）　3.「森林浴のできるクリニック」を
コンセプトとした医療法人社団中郷会新柏クリニック。（2016年竣工　千葉
県柏市　写真提供：株式会社エスエス　設計・施工：株式会社竹中工務店）　
4.白鷹町まちづくり複合施設は、高度な耐火性や積雪にも耐えうる構造を組み

込んだ町民交流の場となっている。（2020年竣工　山形県白鷹町　写真提供：白鷹町役場　設計：仙田満+環境デザイン研究
所／施工：那須・鈴木特定建設工事共同企業体）　5.サーカス小屋のような屋根を持つ南相馬みんなの遊び場は、一歩中に入る
と肘木を積み上げた積層木構造のようになっている。（2016年竣工　福島県南相馬市　写真提供：南相馬市役所　設計：伊東
豊雄建築設計事務所・株式会社コンテンポラリーズ／施工：株式会社シェルター）　6.都市部の大規模校舎としては全国初の耐
火木構造を採用した江東区立有明西学園。（2018年竣工　東京都江東区　写真提供：江東区　設計：竹中・久米特定建設工事
共同企業体／施工：株式会社竹中工務店）　7.粟ヶ岳の山頂に位置するかっぽしテラスからは、茶畑や駿河湾などが一望できる。
（2019年竣工　静岡県掛川市　写真提供：掛川市役所　設計：竹下一級建築士事務所／施工：株式会社尾崎工務店）　8.京
都木材会館は構造材に京都府産木材を100％使用した、純木造4階建てビル。（2016年竣工　京都府京都市　写真提供：京都
木材協同組合　設計：ゆう建築設計事務所／施工：吉村建設工業株式会社・株式会社竹内工務店）

❹

❶

❺

❽

❷

❼

❻❸

木の良さや性能を
みなおす

特集みなおす

1

6
7

8
5

4
3

2
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これらの小冊子は無料でお配りしています。弊社、営業部・支店までお気軽にお問い合わせください。

マンガでわかる若手技術者育成シリーズ

建設企業向け小冊子のご紹介
弊社では、建設企業に向けた小冊子を刊行・提供しています。お客さまである建設企業をはじめ、建設業界の発展
に微力ながら貢献したいとの想いから小冊子の制作を始めました。現在、１０冊の小冊子を刊行しています。

弊社が提供する小冊子のテーマについては、現在、建設業界が抱えている課題の一つである担い手確保・育成に
関するものを中心に取り上げ、経営者、若手技術者、新入社員のそれぞれを対象としたものを刊行しています。

経営者向けのものは、具体策と実践例を用いた解説になっているのが特徴です。若手技術者向けは、施工管理で
重要な５大管理といわれている「品質管理」「原価管理」「工程管理」「安全管理」「環境保全管理」についてマンガで学
べる内容になっています。新入社員向けには、写真やイラストを多用して理解しやすい誌面になっています。

それでは、現在提供している小冊子を対象者ごとにご紹介します。

経営者を対象にした小冊子

若手技術者を対象にした小冊子

新入社員を対象にした小冊子

『事業承継ガイドブック』
弊社が2019年1月に行った「地域の守り手」アンケート調査の結果をみると、代表者の過半数を60

歳代が占め、今後、多くの建設企業が代表者交代の時期を迎えると予測されます。事業承継を検討さ
れている、または、これから勉強したいと考えている経営者向けに、事業承継を実行するまでの5つの
ステップ、事業承継事例、資産の承継でやるべきこと、事業承継に関連する法律などを分かりやすく解
説したガイドブックです。

『人材確保・定着ガイドブック』

建設業が将来にわたり“地域の守り手” 
としての役割を果していくためには、人材
の確保・育成は喫緊の課題です。

本冊子は人材の採用・定着にあたり、ハ
ローワークの活用方法や社内体制の整
備など具体策と実践例を用いて解説して
います。

『〈新〉現場代理人育成
 ハンドブック』

現場代理人が企業に利
益をもたらすために必要
となる能力について解説
するとともに、現場代理人
の育成ステップの具体例
を紹介しています。

事業承継を実行するための5つのステップ
ステップ① 事業承継の必要性の認識
ステップ② 経営分析・経営課題等の現状把握
ステップ③ 事業承継に向けた経営改善
ステップ④-１ 事業承継計画の策定（親族内・従業員）
ステップ④-２ マッチングの実施（社外承継）
ステップ⑤ 事業承継の実行／Ｍ＆Ａ等の実行

『若手技術者育成のための環境保全管理ハンドブック』
若手技術者や将来の建設産業を担う学生に施工管理の入門書と

して気軽に読んで学んでいただけるよう、技術者に求められる知識
をわかりやすく解説した『マンガでわかる若手技術者育成シリーズ』
の最新刊です。

本冊子では、若手技術者である主人公が、工事の騒音や廃棄物の
取扱いなど、現場で直面する課題や困難を乗り越え成長していく姿
を通して、環境保全管理の大切さについて解説しています。マンガ
によるストーリーのほか、各章ごとに用語の説明やポイントの解説も
掲載しています。

『建設業のためのＱ＆Ａ　経営事項審査』
（令和３年４月改正対応版）

経営事項審査の概要、各審査項目の
基準および評点の算出方法などについ
て、Ｑ＆Ａ形式で解説しています。

経営事項審査の改正の都度、見直し
を行っています。

『建設フレッシュマン GUIDE BOOK 2022』
新入社員の方を対象に、建設業界で働くうえで

覚えておきたいポイントを、「社会人としての基本」
「仕事の基本」「建設業の基本」の3つの基本を軸
に解説しています。

第1部：社会人としての基本
働くことの意味などの社会人としての心構えや

仕事に向き合う姿勢、コンプライアンスの基礎知識、ＳＮＳの使い方、健康・時間・お金の管理、ストレスへ
の対処方法など、社会人としての基本について解説しています。

第2部：仕事の基本
職場内での人間関係の築き方、指示の受け方とホウ・レン・ソウの基本、身だしなみや言葉づかい、

お客さまや取引先との接し方などのマナーの基本、ビジネス文書・メールの書き方など、仕事の基本
について解説しています。

第3部：建設業の基本
建設産業の社会的役割、建設業法の目的や関係法令の概要、公共工事・民間工事・土木工事・建築

工事の流れ、安全衛生管理の重要性など、建設業の基本について解説しています。

原価管理編 安全管理編工程管理編品質管理編
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前
回
よ
り

　

そ
も
そ
も
井
戸
は
い
つ
頃
か
ら
つ
く
ら

れ
、
そ
し
て
井
戸
に
対
し
て
人
々
は
、
ど

の
よ
う
な
信
仰
を
抱
い
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

井
戸
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
は
、
縄
文

時
代
以
前
の
井
戸
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
お

ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
弥
生
時
代
か
ら
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
同
時
代
中
期
に
な
る

と
発
掘
例
は
増
加
し
、
そ
れ
ら
の
井
戸
か

ら
祭
具
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
井
戸
の

出
現
か
ら
時
を
経
ず
し
て
祭さ
い
し祀
も
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

井
戸
の
祭
祀

　

祭
祀
の
様
相
は
、
7
世
紀
後
半
か
ら
10

世
紀
頃
ま
で
の
律
令
時
代
に
入
る
と
明
確

に
な
り
、
大
阪
府
堺
市
の
大お
お
ば
で
ら

庭
寺
遺
跡
で

は
、
掘
方
（
井
戸
側
お
よ
び
水
溜
め
の
外

側
部
分
）か
ら
木
槌
が
、井
戸
底
か
ら
は「
清

水
」「
上
」「
水
」
と
墨
書
し
た
土
器
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
羽は
び
き
の

曳
野
市
の
野
々
上
遺
跡
で
は
、

井
戸
の
底
か
ら
土
器
の
甕か
め

９
点
が
、
３
列

×
３
列
で
並
べ
ら
れ
て
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
井
戸
は
８
世
紀
の
中
頃
に
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
井
戸

を
埋
め
戻
し
た
後
の
地
表
近
く
に
、
９
世

紀
代
の
土
器
の
杯
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
井
戸
が
使
わ
れ
な
く
な
っ

て
長
い
時
間
が
過
ぎ
た
後
で
も
、
そ
こ
に

井
戸
の
神
が
宿
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
祭

具
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
廃
井
戸
に
も
祭
祀
が
行
わ

れ
た
の
は
、
い
か
な
る
信
仰
に
よ
る
も
の

で
し
ょ
う
か
。

地
下
の
他
界
に
住
む
神
々

　

現
代
の
私
た
ち
は
、
神
の
国
と
い
え
ば

天
上
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
古
く
は

「
神
は
地
下
に
あ
る
他
界
に
住
む
」
と
考
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

民
俗
学
者
の
佐
野
賢
治
氏
は
、
日
本
に

は
体
系
的
な
星
神
信
仰
が
存
在
し
な
い
と

指
摘
し
て
お
り
、
一
方
で
『
古
事
記
』
に

は
イ
ザ
ナ
ギ
が
黄よ

み泉
の
国
を
訪
れ
た
り
、

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
住
む
根
の

国
に
赴
く
な
ど
の
話
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
い
に
し
え
の
日
本
人
は
星
が
瞬
く
天

空
よ
り
も
、
地
下
に
あ
る
別
の
世
界
を
強

く
意
識
し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
確
か

に
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
を
み
て
も
、

星
の
話
や
神
々
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

井
戸
は
神
の
通
路

　

発
掘
さ
れ
た
井
戸
を
見
る
と
、
自
然
堆

積
に
よ
っ
て
埋
没
す
る
に
任
せ
て
お
り
、

一
気
に
埋
め
戻
し
て
い
な
い
も
の
が
数
多

く
発
見
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
井
戸
は
地
下
の
他
界
と
私
た

ち
の
世
界
を
、
神
々
が
行
き
来
す
る
通
路

で
あ
り
、
急
激
に
埋
め
て
し
ま
う
と
、
井

戸
を
行
き
交
う
神
を
閉
じ
込
め
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
忌
避
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

陰
陽
師
に
よ
る
祭
祀

　

さ
て
、
井
戸
の
祭
祀
に
話
を
戻
し
ま
す

と
、
律
令
制
が
弱
体
化
し
た
10
世
紀
頃
に

な
る
と
、
律
令
系
の
祭
具
が
姿
を
消
し
、

変
わ
っ
て
陰
陽
道
に
基
づ
く
祭
具
が
出
土

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
頃
は
、
安

倍
晴
明
を
は
じ
め
と
す
る
陰
陽
師
た
ち
の

活
動
が
顕
著
に
な
る
時
期
で
す
が
、
井
戸

の
祭
祀
に
つ
い
て
も
彼
ら
が
主
導
権
を
握

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
な

ぜ
彼
ら
が
井
戸
の
祭
祀
を
司
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
時
期
の
井
戸
か
ら
は
、「
土
公
水
神

王
」
と
墨
書
さ
れ
た
土
器
の
皿
が
見
つ
か
っ

て
お
り
、「
土
公
」
と
「
水
神
王
」
の
二

つ
の
神
を
祀ま
つ

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
水
を
司
る
「
水
神
王
」
は

井
戸
ゆ
え
に
関
連
性
が
理
解
し
や
す
い
と

思
い
ま
す
が
、「
土
公
」
は
現
代
の
私
た

ち
に
は
馴
染
み
が
薄
い
神
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
神
の
存
在
こ
そ
が
、
陰
陽

師
が
井
戸
の
祭
祀
者
に
な
っ
た
要
因
だ
と
、

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

土
公

　

土
公
は
〝
ど
こ
う
〟、〝
ど
く
う
〟、〝
つ

ち
ぎ
み
〟
な
ど
と
読
み
、
土
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
神
格
化
し
た
も
の
で
、
中
国
の
三
国
時

代
の
史
料
に
は
す
で
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、

日
本
に
は
９
世
紀
半
ば
に
は
伝
わ
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

土
公
は
、
地
中
を
住
処
と
し
な
が
ら
季

節
ご
と
に
居
場
所
を
変
え
、
ま
た
は
60
日

ご
と
に
居
場
所
の
方
角
を
変
え
る
神
で
あ

り
、
日
本
で
は
陰
陽
師
た
ち
が
こ
の
神
を

受
け
入
れ
、
平
安
貴
族
の
世
界
に
広
め
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
貴
族
た
ち
は
、
こ

の
神
を
非
常
に
恐
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
土
公
が
い
る
場
所
で

あ
る
禁
じ
ら
れ
た
行
為
を
行
う
と
、
祟た
た

ら

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

そ
の
禁
忌
を
「
犯
土
」
と
い
い
ま
す
。

犯
土

　

犯
土
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
の
文
書
集

で
あ
る
『
朝ち
ょ
う
や
ぐ
ん
さ
い

野
群
載
』
に
は
、
あ
の
安
倍

晴
明
の
師
匠
だ
っ
た
賀か
も
の
や
す
の
り

茂
保
憲
の
「
犯
土

禁
忌
勘か
ん
も
ん文
」
が
次
の
よ
う
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
陰
陽
書
の
云
は
く
、
郭
邑
の
内
に
居
ら

ば
、
土
の
気
の
宅
を
去
る
こ
と
三
十
五
歩
、

各
一
区
と
為
す　

之
を
過
ぐ
る
の
外
、
土

の
気
も
人
を
害
さ
ず　

池
を
掘
り
土
を
起

こ
す
に
、
深
さ
三
尺
を
過
ぐ
れ
ば
害
と
為

り
三
尺
に
満
さ
れ
ば
害
な
し
」

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
犯
土
の
及
ぶ
範
囲
は
、

35
歩
（
約
64
ｍ
）
で
あ
り
、
土
を
三
尺
（
約

91
㎝
）
以
上
の
深
さ
に
掘
れ
ば
犯
土
と
な

り
、
そ
れ
以
下
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
る
邸
宅
で
土
公
が
い
る
場

所
や
方
角
を
約
91
㎝
以
上
掘
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
犯
土
が
発
生
し
、
距
離
約
64

ｍ
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
邸
宅
は
も
ち
ろ

ん
他
の
家
の
住
民
に
も
土
公
の
祟
り
が
及

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
犯
土
が

あ
っ
た
邸
宅
で
は
、
広
さ
に
関
係
な
く
、

屋
敷
全
体
に
影
響
が
お
よ
ぶ
と
い
う
こ
と

で
、
大
貴
族
の
よ
う
に
広
大
な
邸
宅
に
住

む
も
の
で
も
安
穏
と
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

土
に
住
む
土
公
と
い
う
神
と
、
土
を
深

く
掘
る
こ
と
に
よ
っ
て
祟
ら
れ
る
と
い
う

思
想
は
、
地
下
に
他
界
が
あ
る
と
い
う
古

来
の
信
仰
を
受
け
継
ぐ
人
々
に
と
っ
て
は
、

受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
土

公
は
、
平
安
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
大
変
身

近
で
、
そ
し
て
大
変
祟
り
や
す
い
神
と
し

て
恐
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

土
木
事
業
の
空
白
期

　

こ
の
犯
土
思
想
に
つ
い
て
は
、
10
世
紀

を
ピ
ー
ク
と
し
て
９
世
紀
か
ら
11
世
紀
に

か
け
て
「
土
木
事
業
の
空
白
期
」
を
生
み

出
し
た
と
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
ほ
ど
で

す
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
に
は
荘
園
制
が

発
達
し
、
中
央
集
権
体
制
が
崩
壊
し
た
た

め
、
大
規
模
な
土
木
事
業
が
で
き
な
か
っ

た
な
ど
、
別
説
も
あ
る
の
で
真
偽
の
ほ
ど

は
確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、『
朝
野
群
載
』
に
掲
載
さ
れ
た

賀
茂
保
憲
に
よ
る
犯
土
に
関
す
る
説
明
文

が
、「
勘
文
」（
朝
廷
か
ら
の
諮
問
に
対
す

る
報
告
書
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

犯
土
思
想
が
当
時
の
政
治
に
あ
る
一
定
以

上
の
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
は
あ
り

ま
す
。

井
戸
と
陰
陽
師

　

し
か
し
、
大
規
模
な
土
木
事
業
は
と
も

か
く
、
人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
、
ど
う

し
て
も
三
尺
以
上
、
土
を
掘
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

井
戸
だ
っ
た
の
で
す
。

　

井
戸
か
ら
水
を
得
る
た
め
に
は
、
地
下

の
帯
水
層
ま
で
穴
を
掘
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
91
㎝
以
内
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
場
合
も
多
々
あ
っ
た

こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
、
犯
土
思

想
が
華
や
か
な
り
し
時
代
に
も
、
そ
れ
以

上
の
深
さ
の
井
戸
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
井
戸
を
掘
削
す
る
際
に
土
公

の
祟
り
を
避
け
る
た
め
の
場
所
と
方
角
を

教
授
し
、
万
一
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
場
合

に
は
土
公
を
鎮
め
る
た
め
の
土
公
祭
を
行

い
得
る
存
在
が
、
外
な
ら
ぬ
陰
陽
師
だ
っ

た
の
で
す
。

お
わ
り
に

　

９
世
紀
か
ら
11
世
紀
の
間
、
土
を
掘
る

行
為
自
体
が
避
け
ら
れ
た
時
代
に
、
陰
陽

師
た
ち
は
つ
つ
が
な
く
井
戸
を
つ
く
る
た

め
の
祭
祀
を
執
り
行
っ
た
た
め
、
人
々
の

意
識
に
井
戸
と
陰
陽
師
が
深
く
関
連
付
け

ら
れ
た
の
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

貴
族
相
手
の
井
戸
の
祭
祀
は
、
官
人
陰

陽
師
の
み
な
ら
ず
、
法
師
陰
陽
師
の
よ
う

な
民
間
陰
陽
師
も
執
り
行
う
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
は
広
く
民
間
へ
と
伝
わ
っ
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
中
世
に
、
井
戸
掘
り
に
関
す
る

専
門
の
技
術
者
で
あ
り
呪
術
者
で
あ
っ
た

河か
わ
ら
も
の

原
者
は
、
そ
の
流
れ
で
誕
生
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
回
述
べ

た
よ
う
に
、
彼
ら
の
中
に
は
近
世
に
い
た
っ

て
、
土つ
ち
み
か
ど

御
門
家
支
配
下
の
陰
陽
師
に
な
っ

た
者
も
い
た
は
ず
で
あ
り
、
各
地
で
井
戸

の
掘
削
と
祭
祀
を
行
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
考
え
を
証
明
す
る
史
料
は
残

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
安
倍
晴
明

伝
承
と
井
戸
の
関
係
が
、
そ
の
証
拠
で
あ

る
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
の
で
す
。

（
文
：
江
口
知
秀
）

井戸を埋戻した後に設置された須
す え き が め

恵器甕と土
は じ き

師器皿　大阪府野々上遺跡
（羽曳野市教育委員会所有写真）

井戸から出土した「土公水神王」と墨書された土師器皿　
嶋上郡衙跡（大阪府高槻市）（大阪府立狭山池博物館

（編）『水にうつる願い  平成１８年度特別展図録』p.32
より転載）

安
倍
晴
明
と
井
戸 

　

  

そ
の
３ 

土ど

こ

う公
と
犯ぼ

ん

ど土

六道珍皇寺にある篁
たかむらめいど

冥途通いの井戸（京都市東山区）。平安時代の
貴族だった小

おののたかむら

野篁が、閻魔大王の裁判を補佐するため、この井戸から
冥界に通ったという伝説がある（2011年撮影）
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禁転載
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※本誌の掲載文のうち、意見を述べた部分については、執筆者の個人的
見解であることをお断りします。

※誌面に関するご意見・ご要望などお待ちしております。

東日本建設業保証株式会社
https://www.ejcs.co.jp

事業内容 ： 公共工事の前払金保証、中間前払金保証、
　 　　　  契約保証、契約保証予約

公表資料 ： 公共工事の動向、建設業景況調査、
 　　　 　 建設業の財務統計指標
 
公開施設 ： 建設産業図書館
              https://www.ejcs.co.jp/library/

「
建
設
業
景
況
調
査
」
は
、
弊
社
を
含
む
前
払
金
保

証
事
業
会
社
３
社
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
建
設
企

業
の
意
識
調
査
で
す
。
地
域
に
お
け
る
建
設
業
の
業
況
、

資
金
繰
り
、
資
材
・
労
働
力
確
保
の
難
易
な
ど
、
建
設

業
を
取
り
巻
く
経
済
的
環
境
や
そ
れ
に
対
す
る
意
識
に

つ
い
て
、
四
半
期
ご
と
に
、
調
査
時
点
に
お
け
る
状
況

や
前
回
調
査
か
ら
の
変
化
を
示
す
指
標
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
建
設
産
業
政
策
の
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
、
行

政
そ
の
他
関
係
方
面
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
当
時
の
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）

の
要
請
を
受
け
、
昭
和
56
年
（
1
9
8
1
）
6
月
に

第
1
回
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
6
月
の
調
査
を

も
っ
て
、
満
40
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調

査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
に
は
、
改

め
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

結
果
公
表
に
当
た
っ
て
は
毎
回
、
各
指
標
に
つ
い
て

過
去
10
年
な
い
し
3
年
さ
か
の
ぼ
り
、
推
移
を
併
せ
て

示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
調
査
が
満
40
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
昭
和
56
年
か
ら
40
年
間
の
時
系
列
デ
ー

タ
と
し
て
、
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
し
ま

し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
２
つ
の
グ
ラ
フ
を
紹
介
し

ま
す
。

『
景
況
調
査
40
年
の
結
果
に
見
る
建
設
業
の
歩
み
』

と
題
す
る
小
冊
子
で
は
、
各
指
標
の
時
系
列
デ
ー
タ
を

グ
ラ
フ
化
す
る
と
と
も
に
、
各
種
公
表
デ
ー
タ
と
の
対

比
も
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
1
9
8
0
年
代
か
ら
10

年
単
位
で
、
各
年
代
の
特
徴
や
建
設
産
業
を
巡
る
主
な

出
来
事
を
ま
と
め
た
参
考
資
料
も
併
せ
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。
各
年
代
に
示
し
て
い
た
水
準
を
集
約
し
、
こ
れ

と
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
結
果
分
析
に
活
用

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
20
世
紀
最
後
の
20
年
」
と
「
21
世
紀
最
初
の
20
年
」。

こ
の
２
つ
の
時
代
に
ま
た
が
る
40
年
間
の
建
設
業
の
歩

み
を
映
し
出
す
情
報
と
し
て
、
幅
広
く
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

景
況
調
査
40
年
の
結
果
に
見
る

建
設
業
の
歩
み

「経営上の課題」の移り変わりを示したグラフです。2000年代までの「受注の減少」「競争激化」に苦しんでいた
時代を経て、2010年代には「人手不足」が課題の上位に浮上した状況が刻印されています。

建設業の業況等に関する各種調査結果を示したグラフです。建設業を取り巻く過去40年の経済的環境の推移を
「日銀短観」などの関連指標と組み合わせ、業況の変化を複眼的に見渡せるようにしたものです。

詳細は弊社ホームページからダウンロードしてご覧ください。
URL：https://www.ejcs.co.jp/report/survey-business-conditions/40-year-history/

景況調査４０年　東日本建設業保証

●小冊子に掲載しているグラフの例

特集一覧

２０１１年 ２０１2年 ２０１3年 ２０１4年
冬：むすぶ
春：まなぶ
夏：ひらく
秋：のこす

冬：ともす
春：まもる
夏：まもる２
秋：60 周年

冬：あつまる
春：うごかす
夏：そだてる
秋：おさめる

冬：よみがえる
春：のばす
夏：はかる
秋：たくわえる

２０１5年 ２０１6年 ２０１7年 ２０１8年
冬：へらす
春：もてなす
夏：さかせる
秋：こわす

冬：くみあわす
春：ささえる
夏：つなぐ
秋：たのしむ

冬：しる
春：やすむ
夏：いかす
秋：あゆむ

冬：つかう
春：かえる
夏：ふせぐ
秋：つたえる

２０１9年 ２０20年 ２０21年 ２０22年
冬：あたたまる
春：かんがえる
夏：めざす
秋：みせる

冬：とりくむ
春：つなぐ２
夏：たかめる
秋：みちびく

冬：ひきつける
春：つたえる２
夏：ふかめる
秋：ととのえる

冬：かさねる
春：むきあう

編 集 後 記

2022夏号をお届けします。今回は「みなおす」がテーマです。
以前、社内報で役員にインタビューをした際、「前例踏襲は思考停
止の代名詞。今までこうしてきたからそれでいいのだ、というのは
脳みそが働いていない人の発想」という話を聞きました。自分に
当てはまる話だったので衝撃を受けました。こと仕事においては、
前任者から引き継いだマニュアルと前年度の書類やデータを元に
進めてきたからです。
前任者たちが試行錯誤して作ったマニュアルはだれにでも分か

りやすく整備されたもので、あれば大変助かりますが、そこに書
かれていることが「なぜそうなっているのか？」「本当にそうか？」
「こうした方が良いのではないか？」と見直し、常にブラッシュ
アップする姿勢を持たなければいけないと思いました。
「みなおす」意識を持って仕事をしてみると、「なるほど、だから
こうなっているのか」と納得する部分も改善点もたくさん見つかり
ました。
ここ数年、新型コロナウイルス感染症の影響により、働き方や生

活様式など、さまざまなことを見直さなければならず、ストレスの
多い日々を過ごしてきましたが、「みなおす」という行為はきっと無
駄ではなかったのだろうと思います。
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保 証 事 業 を 通 じ て
　安全で活力のある社会を創るための  お手伝いをしています
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